
２０２２年４月１日 

各位 

公益社団法人 日本アクチュアリー会 

 

 

 

 

理事長の交代について 

 

 

 

公益社団法人日本アクチュアリー会では、2022 年 4 月 1 日付で、庄子 浩 理事長が退

任し、次のとおり理事長が交代いたしますので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

 

（2022 年 4 月 1 日付） 

理 事 長     上 田 泰 史   （明治安田生命保険相互会社 

 常務執行役 グループＣＲＯ） 

 

以上 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは以下にお願いします。 

公益社団法人 日本アクチュアリー会 

TEL：03-5548-6033 

 

 

  



 

 

 

【理事長略歴】 

 

うえだ やすし 

上 田  泰 史    １９６３年３月１１日生 

 

＜学歴＞ 

１９８８年３月 早稲田大学 理工学部卒 

 

＜社歴＞ 

１９８８年４月 明治生命保険相互会社（現 明治安田生命保険相互会社）入社 

２０１３年４月 明治安田生命保険相互会社 収益管理部長 

２０１７年４月 同社 執行役員 収益管理部長 

２０１８年４月 同社 執行役 

２０１９年４月 同社 常務執行役 

２０２０年４月 同社 常務執行役 グループ・チーフ・アクチュアリー 

２０２１年４月 同社 常務執行役 グループＣＲＯ 

 

＜公益社団法人日本アクチュアリー会における略歴＞ 

１９８８年５月 日本アクチュアリー会 入会 

１９９８年３月 同会 正会員資格取得 

２０１７年６月 同会 理事 

２０２０年４月 同会 副理事長 

２０２２年４月 同会 理事長 

 

 

  



 

 

 
１．目的 

 本会は、アクチュアリー学の総合的調査研究活動を通じ、アクチュアリーの専門職としての職務遂行

能力の維持向上およびその関与する事業の健全な発展を図り、もって国民生活の安定および国民経済の

健全な発展に資することを目的としています。 

 

２．アクチュアリーとは 

 アクチュアリー（Actuary）は、確率・統計などの手法を活用して、的確な現状認識とそれに基づく将

来予測を行い、その関与する事業の健全な発展や公共の利益の増進に努める数理のプロフェッショナル

で、広く諸外国にも存在する専門職です。その活躍範囲は、伝統的な保険分野・年金分野からリスクマ

ネジメント分野等へ拡がってきており、データサイエンスに関する取り組みも行っています。 

 

３．概要 

 本会は、1899 年（明治 32 年）に創立された 100 年を超える歴史を持つ伝統ある団体であり、上述の

目的に沿って、アクチュアリー学の研究調査、アクチュアリーの教育・育成、資格試験の実施など幅広

い活動を行っています。さらに国際アクチュアリー会（IAA）の正会員組織として国際的な活動も行っ

ています。 

 また、本会は、保険業法第 122 条の 2 の規定に基づく指定法人として、 

－ 保険会社の保険計理人の実務基準 

－ 標準責任準備金の計算の基礎となる係数である標準生命表 

の制定および必要な改正を行う業務などを行っております。 

日本アクチュアリー会の歴史  日本アクチュアリー会の主な事業 

1899 年 創立 
1936 年 正会員資格試験の開始 
1939 年 保険計理人制度の発足（保険業法） 
1963 年 社団法人化 
1976 年 国際ｱｸﾁｭｱﾘｰ会議 東京開催 
1996 年 国際ｱｸﾁｭｱﾘｰ会（IAA）の正会員となる 
1999 年 創立 100 周年記念行事の開催 
2000 年 保険業法上の指定法人となる 
2007 年 東ｱｼﾞｱｱｸﾁｭｱﾘｰ会議 東京開催 
2012 年 CERA（※）資格認定の開始 
2013 年 公益社団法人に移行 
2019 年 創立 120 周年記念行事の開催 

 ・ アクチュアリー学の研究調査 
・ アクチュアリーの専門職としての資格試験の実施 
・ アクチュアリーの専門的知識・技能に関する教育・研修 
・ 国内及び国外の関係学会又は関係団体との連絡及び協力 
・ 年次大会・例会・研究会・講演会その他の会合の開催 
・ 会報その他の刊行物の発行 
・ 関係官庁等からの諮問に対する答申又は当該機関に対す

る建議 
・ 指定法人として委託を受けた業務 

（※）リスクを統合的かつ戦略的に管理し、企業価値の最大化を図る ERM（エンタープライズ・リスクマネジメ

ント）に関する国際資格です。 

公益社団法人 日本アクチュアリー会 について 



４．会員数 

 本会の会員には、資格試験の合格状況などに応じて、正会員、準会員、研究会員などの区分がありま

す。2022 年 2 月 28 日現在の会員数は次のとおりです。 

 
 
個人会員 

正会員 1,924 名 

準会員 1,295 名 

研究会員 2,407 名 

合計 5,626 名 

法人会員 108 法人 

 また、アクチュアリーの認知度の向上、活躍するフィールドの拡大などにより、本会の会員数は増加

しています。 

 

      ＜「会員数の推移（個人会員）＞              （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

５．ICA2026 東京に向けた取り組み 

 ICA（International Congress of Actuaries）とは 4 年に 1 度、開催されるアクチュアリーの国際大会で

す。2026 年には 50 年ぶり 2 回目の ICA が東京で開催されます。ICA では開催国を含めた各国のアクチ

ュアリーによる論文発表を始め、その時々の興味深いテーマについて活発な意見交換が行われます。 

本会では ICA2026 東京に向けて大会運営の準備を進めるとともに、学術団体として本会の会員が多

くの論文発表を行えるように、教育・研究の充実を図っていきます。 

 

＜ICA2026 東京のロゴ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本アクチュアリー会 ホームページアドレス  http://www.actuaries.jp/ 

 

日本アクチュアリー会のスローガンです。 
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